
別紙１

取組の成果

・今年度新たに地域ケアプラザでも両親教室を開催し、身近な場所で参加しやすい環境を整え
ました。妊娠期に地域の支援の場を知ってもらうとともに、地域の方にも妊娠期の方を知っても
らえました。

・昨年に引き続きネットワーク交流会にて「妊娠期からの切れ目ない支援」について、地域ででき
ることを子育てに関わる支援者同士で考えることができました。そのことにより地域で妊娠期向
けの取り組みが始まろうとしています。

・区内の産院だけでなく区外の産院へ複数回訪問したことにより、妊産婦へ情報を届けてもらう
ことができました。

・今までつながりのなかった地域企業に対して、妊娠期からの切れ目ない支援についての重要
性を伝えることができました。また、拠点に足を運べない方へ、地域の子育て情報を届ける方法
について話し合いの場を設けました。企業の協力により情報を幅広く届けられる可能性を知るこ
とができました。

取組の課題

・地域での両親教室は周知が難しく、妊娠期の方に必要な時に情報を届けるためには妊娠期の
方の生活圏で情報を発信することが必要だと感じました。どこで発信するのがよいのか、またそ
この場にどうつながればよいのかが課題です。

・妊娠期向けの体験会などを実施したが、出産がゴールになり産後の子育てをイメージしてもら
うことが難しかったので、実施方法などの工夫が必要だと感じます。

・父親同士がつながれる場の充実が課題です。

・今年度は企業の既存の仕組みを理解することにとどまり、その仕組みの中で拠点に足を運べ
ない方に向け、どのように情報を届けられるか、具体的な実施にはいたっていないことが課題で
す。

令和4年度重点目標の評価

令和4年度
重点目標

・地域で安心して出産し子育てするために、妊娠期からの切れ目ない支援を更に充実させてい
きます。

取組内容

・妊娠期に参加できる講座（両親教室等）を区と拠点が連携して毎月開催します。
・妊婦やその家族が、その時々で抱える不安や心配を受け止めながら、産後の生活がイメージ
できるような妊娠期向けの講座（体験会など）を拠点で実施し、区内で参加しやすい環境を整え
ます。
・都筑区の子育てネットワーク会議などを通じて、妊娠期からの切れ目ない支援についての理解
を地域にさらに広げていきます。
・妊娠期の方へ、情報を届ける方法、仕組みを検討し、産院や地域企業への協力を働きかけま
す。



別紙１
　

　

取組の課題

・引き続き、地域ぐるみで子育て世代を見守っていけるよう、子育て支援関係者だけでなく、様々
な方に子育てへの興味関心を持ってもらえるような場や機会を増やしていくことが必要です。
・地域へのお祭り参加など、実際に足を運んでその場を知り、顔の見える関係づくりをしていくこ
とが重要です。また、地域の情報を発信し、養育者へのつなぎを丁寧におこなってくことが必要
です。

令和4年度
重点目標

・地域のみんなで子育てできるように、子育てネットワークを更に深めていきます。

取組内容

・今ある地域の中の場や資源を活用し、公園遊びなど地域と親子をつないでいく取り組みを検討
し実施していきます。
・子育て支援の現場でのニーズや課題に即したテーマでの研修や講演会を実施し、より地域の
方の支援の充実を目指します。

取組の成果

・都筑区の子育て支援に関わる方々87名が参加した「子育てネットワーク交流会」では、地域で
現在取組んでいる事例発表（2例）をおこなったことで、「自分の地域でこれから取組んでいかれ
そうなことが具体的にイメージできた」という参加者の声が上がりました。すでに開催しているサ
ロンや公園遊びを巡る「スタンプラリー」などを新たにおこなう地域もあり、支援の拡充が進んで
います。

・「外遊び講演会」を開催。“子どもの発達と外遊びについて”をテーマに、子育て支援に関わる
方々に子どもの発達過程における外遊びの大切さを伝えることができました。

取組内容

・地域ケアプラザや他団体等と連携し、日常では接点を持ちにくい多世代、多様な人々をつなぐ
機会をつくります。
・子育てを通じて、それぞれの親子がお互い様の関係がつくれるよう、当事者が主体的に活動で
きる機会をつくります。

取組の成果

・地域ケアプラザで活動しているサークルとワークショップを開催しました。また学生、企業、生活
介護事業所の方とひろばの利用者と共にイベントを開催し、親子と地域の方々との多世代交流
の場となりました。
・地域作業所の作品展（ココロはずむアート展）を拠点で開催しました。実際に作家の方も作品
展示を見学に来られ、普段親子とあまり接点を持ちにくい方が、お互いを知るきっかけとなりまし
た。作品展を見に来られる世代も多岐にわたり、初めて拠点に足を運ぶ方もいて、拠点の雰囲
気を感じていただけました。
・当事者が主体的に活動できるように、当事者自身がやりたいことを発信できるボードを設置し
ました。「おさがりおゆずり会」「特別養子縁組のおしゃべり会」「子育て中のパパのおしゃべり
会」などを開催したことで、当事者同士のつながりができました。

取組の課題

・更にお互いを知る機会、関わりを増やす為にも、今後も関連団体との連携が必要です。
・当事者自身が活動したい声も多いため、気持ちに寄り添い後押しができるとよいと考えます。
当事者の方々が、拠点だけでなく地域の中で活動もできるよう展開が必要です。
・引き続き多様性への理解を深め、スタッフが意識をもって事業に取り組む事が必要と考えま
す。

令和4年度
重点目標

・都筑のまちで自分らしく子育てできるために、多様性を感じられる環境をつくります。


